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1. はじめに 

社内研修の一環で、チームに分かれて地形判読を行った。私たちは 3 人がそれぞれ地形

判読を行い、そこから読み取ったことをとりまとめることで理解を深めた。その結果を以

下にまとめる。 

 
2. 広範囲での地形判読 

はじめに、国土地理院の標準地図(縮尺 1:30,000)を使用して、当該地区を含む広範囲の

地形判読を行った(図 1)。結果を以下にまとめる。 

 

1) 水系型が樹枝状である。 

資料 1 によると、水系型が樹枝状であるため、水平堆積層または同質の結晶片岩から

なり、一様の抵抗性を有する岩石で構造の制約はないとされている。 

 

2) 水系密度が高い。 

資料 2 によると、水系密度が高いため、透水性が低い。そのため、土層厚が浅いと推

測される。 

 

3) 東西方向のリニアメントと北西から南東方向のリニアメントが交差している。 

リニアメントの直線状に侵食されやすいと推測される。 

 

4) 河川が直線的である。 

V 字谷で下方向への侵食が強いと推測され,河川の縦断が急勾配であるか、侵食に弱い

地質であると予想される。 

 

5) 河川幅が狭く土砂の堆積が少ない。 

流れが速いのではないかと考えられる。 

 

6) 河川方向が直角に曲がっている。 

堆積物があるのではないかと思われる。 
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資料 2 谷密度と透水係数 2) 



 
 
   

図 1 広い範囲での地形判読 
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3. 狭い範囲での地形判読 

続いて、当該地区の LP データと基盤図から、狭い範囲の平面図(縮尺 1:5,000)を作成し、

その図面から地形判読を行った(図 2)。結果を以下にまとめる。 

 

1) 河川南側が緩傾斜である。 

南から北に向かって崩れやすいと考えられ、片岩の片理面があるのではないかと推測

される。 

 

2) 広い範囲で地形判読を行ったときの印象よりも、堆積物が多い 

特に河川が直角に曲がる部分は平地が広いため、広い範囲での地形判読の際に推測し

たように、堆積物があると考えられる。 

 

3) 河川に流れ込む部分よりも、山中のほうが大きい U 字谷となっている。 

山の上のほうが侵食されやすく、崩れやすいと推測される。 

 

4) 活動地すべりや古期地すべりの地形が多数見受けられる。 

古代から現代まで、地すべりが多数発生している地形であると考えられる。 

 

5) 斜面のコンター内に細かいデコボコが確認できる箇所がある。 

これは斜面から突出した、浮石もしくは転石であり、斜面内に落石源があると考えら

れる。 

 

6) ダム建設事業資料によると、標高が約 90m(サーチャージ水位 88.30m、設計洪水位

90.80m)が新しい水位になる。 

新たな地すべりが発生する可能性がある箇所が増える。 

 

4. おわりに 
地図や地形図から、地形を読み解くのは、地形判読の資料などのツールを使用すればそ

れなりに判読は可能であるが、そこからどのような現象が発生する可能性があるかを推測

するには、土壌、地質、歴史など様々な知識が必要なるため、難しいと思った。 
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図 2 狭い範囲での地形判読 
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